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'コリア串島の遺構運動の概瞭

星野一男(燃料部)
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1.まえがき

コリア半島には先カンブリア紀から第三紀までの地層

が分布しているが主体を構成するものは先カンブリア

界と古生界中生界である.カンブリア紀以後の地史

を大きくみるとカンブリア紀から石炭紀に至る地向斜性

海成層の堆積と中生代における一連の地殻変動とが大き

なエピソｰドである.

日本の地史と対応してみるとコリア半島ではカンブリ

ア紀からオルドビス紀にその中部が地向斜化しその後

古生代後半においては無堆積(陸化?)の時間が長がっ

たのに対して西南日本では古生代の大半は海成層が全域

を覆っていた時代であった.二畳紀三畳紀にはコリ

ア半島は陸化し内陸性の堆積層が部分的に堆積してい

たが西南日本の大部分は未だに海中であった.このよ

うに古生代までの地史をみるとすでにアジア大陸の1

部であったコリア半島に対して少くとも陸地としての

日本列島はまだ成立していなかったと言える.日本列

島が確実にコリア半島と地史を共有するのは中生代後

期にコリア半島南東部と西南目本北西部一帯にわたって

共通の堆積盆地が形成された時期である.しかし第

三紀以降この地域もいくつかの堆積盆地に分化して行

ったようである.中生代はコリア半島も日本列島も地

質的に活動的な時期であったが新生代に入るとコリア半

島は平穏となりそれに対して日本島弧は世界で最も活

発な活動地の1つとなっている.

コリア半島から日本列島を含む地域は大陸と島弧とい

うある意味では対立する2つの地質構造が連なった地域

であり両者を同時に比較研究することは韓国日

本いずれの国の地質を正確に理解する上で非常に重要

校ことである.

幸に筆者は1980-82年ITITプロジェクトの!つ

としてリモｰトセンシング技術による地質構造解析に関

する研究というテｰマの下に共同研究を行うことができ

た｡本研究についてはITIT報告書として報告ずみ

(亘0sHIN0,KANGほか1984)であり更にGeo1ogica1

Re1ationbetweenKoreaandJapanとして報告する

ように執筆中であるがここでは上記期間中に調査した

事項を中心に造構運動の概略についてまとめた.

カンブリア紀以後におけるコリア半島の造構運動は中

生代に集中している｡これらの造構運動が隣接してい

た日本島弧に対して全く無関係であったとはまずないで

あろう･中生代の地質構造については日本列島よりも

コリア半島の方が簡単でありコリア半島の資料から日

本を眺めることは複雑な日本の地史を考える上で非常に

良い方法ではないだろうか.新生代については逆に

資料の豊富な日本からコリア半島を眺めることカミ有効で

あろう･･従って本編のタイトルはコリア半島の造構運

動であるが新生代については日本および両国間の海域

が主たる対象となっており本編はむしろコリア半島か

ら西南日本を含む地域の中生代以降の造構運動の時期と

応力系について考察が内容となっている.これについ

ては日本海の生成時期や日本列島の移動など大きな問題

が深く関係している.小論の内容について各位の御叱

正を頂ければ幸である.

上記プロジェクトのメンバｰであった韓国KIERの

偉��ぎ������潯���ぎ���

CHIL-SUPSo,MIN-J0ECH0,KwAN-Ho0NCH互,

日本の地質調査所の井上英二鈴木尉元衣笠善博長

谷紘和村岡洋文の諸氏には野外調査および本編作成に

ついていろいろお世話になった､厚く感謝の意を表し

ます.

2.コリア半島の主要な造構運動時期

韓国の主要な造構運動の時期はKIERの論文にも述

べられているように大宝造山運動と仏国寺変動である.

大宝造山運動はジュラ紀中期から白亜紀の初期にかけ

て主としてコリア半島中部に起った運動であり所謂大

宝花商岩類の貫入大規模た摺出作用および変成作用を

伴っている｡

仏国寺変動は白亜紀末から第三紀初期のもので主と

してコリア半島南部において起り火山活動大宝花開

岩類に匹敵する大規模な花商岩類の貫入が特徴である.

これは仏国寺花開岩類と呼ばれている.

大宝造山運動が起るまでのコリア半島は中国大陸に連

なる安定地塊として比較的平穏であり単なる造陸運動

を繰返したに止まっていた.朝鮮累層群と平安累層緯

との間にはオルドビス紀末期に始まりシルル･デボン

記を経て石炭紀中期に至る長期間の無堆積(欠層)時代
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第1図韓国の主要地質単元(KANG,1981)

があるが両累層群の堆積岩は平行不整合関係で接してお

りこの間に大きな地殻運動はなかったと考えられてい

る.平安累層群は堆積後の松林変動によって変形して

いるが松林変動そのものはそれ程大き底地殻運動では

なかったようでコリア半島北部の平安累層群は摺出作用

を受けたが南部の太白山附近の同累層群は単なる擁曲あ

るいは傾動をしているにすぎ狂い.

古生代以降のコリア半島においてはこのように三畳

紀から古第三紀初期までの松林変動大宝造山運動お

よび仏国寺変動が大きな地殻運動の時期である.この

時期は大きくは中国大陸でインドシナ造山運動(三

畳紀中期一ジュラ紀初期)と燕山造山運動(ジュラ紀一白亜

紀)が起った時期に対応している.また我国におい

ても造山運動の活発であった時期である.

中生代はアジア大陸で一連の造山運動が活発た時期で

あったがコリア半島においてはこのうち大宝造山運

動が最も活発であった.KIERの韓国の地質の原文で

は大宝造山運動はDaeboorogenyと書かれている

が松林変動および仏国寺変動はいずれもSongrim

disturbance,Bulgugsadisturbanceである.本文で
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第2図韓国の花開岩年代ヒストグラム(津末,!983)

は以下大宝造山運動を単に大宝運動と書くことにする.

古生代以降の花開岩類は1960年頃までは一口に新期花

闇岩類とよばれてほとんどが白亜紀後期のものと考えら

れていたが最近花崩岩類の放射年代の資料が蓄積され

るにつれて以上の地殻変動期に対赤する花開岩の存在が

明らかになってきた.TsUsUE(1983)によるとコリア

半島の花開岩類の放射年代の頻度分布は第2図のようで

ある･3つのピｰクがありそれぞれ約220百万160

百万90百万年前である.それぞれのピｰクを構成する

群の活動時期は三畳紀ジュラ紀白亜紀でありそれ

ぞれ松林変動期大宝運動期仏国寺変動期に相応する

と思われる.

一方日本における花岡岩の放射年代に対する頻度分

布は第3図の如くである(NozAwA,1977).200百万年前

以後から50百万年前までにおけるピｰクは180-17090

-70百万年前でありコリア半島とほとんど一致してい

る.200百万年から300百万年間のピｰクは260-220百

万年のところにあり二畳紀から三畳紀に豆ってやや古

い時期にピｰクがある.

コリア半島で最も古い地層である先カンブリア紀から

古生代に至る時期の堆積物は沃川堆積盆地と呼ばれる

韓国中央部の北東一南西方向に伸びるトラフ状の堆積

盆に堆積した.沃川盆地は現在のソウルを含む京畿陸

塊と日本列島に最も近い慶尚盆地の北西部にある嶺南

陸塊の間に発達した沈降帯である.原生代末期の堆積

物は礫を含むマｰノレ泥岩砂岩石灰石であり沃川

層群と呼ばれる.この時期の堆積盆は現在の沃川(大

国の東方)周辺およびその西南方に発達していたカミ欝

次の朝鮮累層群が堆積する時代には更に東北方に伸び

て現在の太白山附近にまで発達するようになった.

朝鮮累層灘は沃川層群と同じく海成層で大量の石灰質岩

と頁岩砂岩より成っている.さきに述べたように

このあとシルル紀から石炭紀中期までは欠層時代で沃�
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第3図日本の花南岩年代

ヒストグラム(NozAwA,1977)
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第4図韓国の層序と造構運動概念図(KANG,1981)

川盆地も含めコリア半島域は陸化していたと考えられて

いる.石炭紀後期に至り沃川盆地の更に北東延長部

が沈降し始め再び海成堆積物が堆積した･地層はそ

の後海成から陸成に変わったがこの一連の地層が平安累

層群である.第4図に示されるように平安累層群は

二畳～三畳紀を通じて陸成層であり砂泥互層礫岩よ

リ成り韓国で可稼中の石炭層を挟有している.平安

累層灘の岩相は全体を通じて均一的である一そのため

にもとの堆積面はほぼ平担であったと考えられてい

慧る･

平安累層鮮以後に起った松林変動は中国大陸のインド

シナ造山運動とほぼ同時期であるがコリア半島におい

てはそれ程の激しさはなく主に半島の北部において花

商岩貫入を伴う榴曲運動であり南部においては傾動を

伴う程度の運動であった.平安累層群の堆積と松林変

第5図11忠清北道原州附近･この一帯は大宝花開岩より成る

地質ニュｰス366号�
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策6図原州附近.この一帯は京畿陸塊に属する｡

動の運動によってコリア半島の大部は陸化し三畳紀に

は互いに分離した内陸盆地が京畿陸塊と沃川堆積盆の中

に部分的に残されることになった.これらの内陸盆地

を埋めたのカミ大同累層群に一括される藍浦金満盤松

層群である.

大宝運動はおそらく大同累層群堆積時から活動し始め

たと考えられる｡というのは大同累層群の堆積物およ

び堆積構造は構造的に不安定な環境によって生成された

ことを示しているからである.

先に述べたように大宝運動は中生代における造山輪廻

の中でクライマックスに達した運動であった.その

運動は沃川盆地およびその南北両側の古期岩類を含む

京畿および嶺南陸塊を激しく変形させた.両地塊はす

でに松林変動による変形を受けた上に更に大宝運動の変

形を受けることにたった･

大宝運動では断層･摺曲など地層変形と共に花南岩貫

入と変成作用が大規模に起っている.この時期の花開

岩貫入はKIERの論文および第2図でみるようにほぼ

135から180百万年のジュラ紀に集中している･大宝

花開岩類は沃川槽曲帯の方向に平行に北東一南西方向

に貫入しておりその分布は沃川摺曲帯を中心にその両

側の先カンブリア系岩石にまで払っている(第1図).

この花商岩類は摺曲の背斜軸に沿って長い帯状分布をし

ていること周辺の片麻岩類と漸移的変化を示している

ことから同時造山性のものであると見られている｡

沃川盆地に堆積した地層のうち沃川層群は変成して緑

色片岩などにたっているが朝鮮累層鮮とその上位層は

一部を除いては変成していない.沃川地向斜が反転して

隆起を始めたのは松林変動あたりであろうがその造山

運動の最高潮時期がこの大宝運動のときである.沃川

摺曲帯(第1図)の主要構造はこの時に形成された.

大宝運動が終るとやや平穏柱時期が到来した.堆

積盆地の中心はコリア半島の南方に移り東南部に大き

校沈降部が生じ慶尚累層群が堆積を始めた一この堆積

盆地は現在の対馬海峡を越え日本の山口福岡県下に

まで払っていたことが地層の類似性から認められてい

る.慶尚累層灘は白亜紀の堆積岩でありコリア半島

における分布地域は古代吏に有名な古都慶州を含む慶

第8図慶州は古代新羅の都当時文武に研鍛を積んだ若者

第7図慶尚南道慶州にある仏国寺.石垣階段などは仏

国寺花樹岩の由来となったこの地の花商岩である･

1985年2月号

は“花郎"と呼ばれ称えられた･慶州市の中心に建

つ花節碑.�
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尚盆地である.我国では関門層群が慶尚

累層群に連なる地層である｡白亜紀にお

ける慶尚累層鮮一関門層群の堆積した1大

堆積盆地はコリア半島の南東部と九州西北3ぴ

および中国地方東部を含んで両国の間の海

域に払っていた大きな湖であったことが慶

尚層群の堆積物および化石から判明してい

る.ただしその一部は外海と連結して

いたと思われる.慶尚堆積盆地の周辺の

たとえぱ西端および北東端では扇状地およ

び河川はんらん堆積層が発達しており大3r

きな河川が注ぎ込んでいたことが推定され

る.

慶尚累層鮮は下位から新洞層群下陽層

群柳川層群の3層灘に分類されている･

中部の下陽層灘に狂ると多くの火山堆積物

を含むようになりそのなかには溶岩流も

みられるので白亜紀中期には盆地内で火山師

活動が行われたことが認められる.我国

の下関互層緯はほぼ下陽層群に相当すると

されており同様に安山岩質火山岩類を含

む淡水成堆積岩から構成されている･上

位の柳川層群はほとんどが火山岩類であ

りこの時期白亜系後期にはさらに活発

な火山活動が行われるようになった.柳

川層灘に相当する我国の地層は周南阿武

層群であり主に石英安山岩質･流紋岩質

火山岩より構成されている｡この時期よ

り仏国寺花開岩の貫入が始まったと思われ

る.仏国寺花南岩は慶尚盆地を中心とす

る岩株状の大規模な火成活動であった.第9図

一部は東海岸に沿って沃川帯の内部およびその北部にも

分布している.慶尚累層群は仏国寺花開岩の貫入活動

により全体に珪化作用を著しく受けている.

このような白亜紀後半(その一部は古第三紀初期にず

れ込んだかも知れない)における火山活動と深成岩貫入な

ど火成活動を主とする地質変動が仏国寺変動と言われ

ているものの実態である.

仏国寺変動に伴って慶尚盆地を中心に断層運動および

便動運動が行われた.この結果コリア半島南部は隆

起し全体としてやや東に傾いている.

コリア半島陸上部における地殻変動は仏国寺変動をも

ってほぼ終息したらしい･東海岸に沿う海岸地帯の南

部に第三紀層が分布するがこれは日本海西部に拡がる

第三紀堆積盆地の周縁部と理解すべきである.第三紀

以降における活動域はむしろコリア半島の南方海域およ
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Y嶺南陸塊

0沃川榴山帯

K慶尚堆積盆地

����

②北山洞断層

④榊王横断層

⑥冊1場断層

⑥三陸断層

⑩渋川断層

韓国の構造概念図(KANG,1981)

び日本島弧である.コリア半島もある程度その影響を

うけるがこれについては後章に述べる.

3.地質構造と応力系

コリア半島における大きな造構運動松林大宝仏

国寺は中生代に集中し互いに関連を持った1つの造山

運動として解釈されておりしぱしぱ中生代の多重輪廻

造構運動と呼ばれている.コリア半島における主要校

地質構造要素の大部分はこれらの運動のいずれかによっ

て誕生しておりあるものは複数の運動の影響を受けて

いる.衛星映像は広域的な地質構造を認識する上で有

力た手段である.映像上では所期の地質構造要素程明

瞭に現われるので目につきやすいし判読し易い･こ

の意味でまず慶尚盆地の地質構造を調べてみよう.

慶尚盆地の中央部では北西一南東の榴曲がみとめられる

地質ニュｰス366号
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(第9図)･一方梁山断層によって代表される北北東

一南南西の断層と花山洞(第9図の②)によって代表され

る西北西一東南東の断層が非常に顕著である.前者は

右ずれであり後者は左ずれ断層である.両者は互い

に共役であると思われる｡慶尚盆地にはまた多くのリ

ニアメントカミ見られるが大部分はこの2方向に平行して

いる･この共役断層構造は下の理由で仏国寺変動によ

り生成したと考えられている･(1)断層は白亜系の堆

積後に生成されているが(2)第三紀層にはこの種の断

層は見当らない.断層の傾斜は通常急角度であり水

平ずれの成分が大きく横ずれ断層であると考えられ

る･これらについては後章で再び触れるが六号の村

岡および玉生論文に詳細な記述がある.

このような北北東一南南西方向右廻り横ずれの断層は

このほかに大白山地域(英陽断層⑨)と京畿陸塊(概晋嶺

断層④)などに見られる(第9図).大白山地域には西北

西一東南東方向左廻り横ずれの断層(第9図⑥丹陽断層)

も発達している.

2方向の共役断層から導かれる地殻応力方向は北東一

南西ないし東北東一西南西であってこれが最大圧縮応

力の方向である､すなわち白亜紀末仏国寺変動の

ときの地殻応力はほぼ北東一南西方向に作用した圧縮非

力であることが推定される.

慶尚盆地についてみると北北東一南南酉の梁山断層群

は仏国寺花商岩類を切っているので断層活動はこの花

闇岩類の貫入後にも行われている.貫入前あるいは

貫入時にすでに北北東一南南西の断層が活動していたか

どうかにっいてはまだよく分らない.しかし概観的

に次のような経過が推定できるであろう.慶尚累層群

の堆積時とくに中期から後期にかけて慶尚堆積盆地に

火山活動が活発化し次いで深部に花開岩が貴人した.

このような火成活動が活発であった時期には当然鉛直

応力が増大する傾向にあり水平のある方向には張力が

作用していたであろう.花闇岩体は梁山断層群と平行

する方向に沿って同断層群の両側に分布する傾向があ

り従っておそらく花南岩貫入時にすでにその位置

に古梁山断層というべき弱線帯が形成されていた可能性

が強い｡したがって北東一南西の水平圧縮応力は仏国

寺変動の当初から働いていたと思われるが火成活動の

時期は鉛直力が水平圧縮カを上廻った時期である.

中部の沃川榴曲帯やその周辺の先カンブリア系地塊に

おける地質構造はやや複雑である.沃川帯はすでに述

べたように北東一南西方向に発達しておりその内部は

同方向の榴曲小構造で占められている.このような

北東一南西方向の摺曲は沃川帯内部のみならず周辺の古

期岩層中にも発達しているが慶尚盆地の白亜系慶尚累層

1985年2月号

群中には見られない.従ってこの槽曲運動の時期は慶

尚累層鮮の堆積前であることは明らかである.

沃川摺曲帯の断裂系についてみると北北西一南南東と

西北西一東南東の2断層および摺曲軸に平行する北東一

南西方向の断層カミある｡KANG(1981)の研究によると

この北北西一南南東方向の断層のうち先白亜系中にあ

るものは見かけ土左廻りのずれを示しておりこれに対

して白亜系中にあるものは右廻りのずれを示している.

これに対して西北西一東南東断層はすべて左廻りで

ある一すなわちこの摺曲帯ではまず古期の運動があ

りその上に仏国寺変動時の運動が重ねられたのである

(第9図).

沃川地向斜は三畳紀後期からジュラ紀初期にかけて造

構運動を始めジュラ紀における大宝運動によって現在の

沃川摺曲帯の原構造を形成したことはすでに述べたカミ

この造構運動はかなり激しい北西よりの圧縮応力を伴う

ものであったことは沃川榴曲帯の内部には北東一南西方

向の摺曲構造および衝上断層が数多く発達していること

から窺われる.

大宝運動期の北酉一南東方向の圧縮応力によって上記

の断裂系が活動したとすれば北北西一南南東方向の断層

は左廻り西北西一東南東方向の断層は右廻りの変位を

行うはずである･第9図において先白亜系の北北西一

南南東断層(たとえば大田断層⑤など)が左廻りのずれを持

っていることはこの予想と一致しているが西北西一東

南東断層がすべて左廻りのずれであるということは予想

と異なるものである.

第9図の沃川摺山帯北部において丹陽断層群⑥と話さ

れている西北西一東南東の断層の一部は竹嶺断層として

古くから知られていた.竹嶺峠は大白山脈の北部にあ

り忠清北道と慶尚北道を分つ境界でもある.竹嶺断

層は竹嶺峠を通って丹陽市まで西北西一東南東方向に発

達している.竹嶺一丹陽間には北北東一南南西方向に

伸びる幅約7～8kmの丹陽一施善街上帯(第10･11図)

が発達し朝鮮系平安系大同系の地層がインブリケ

イト(鱗片)構造を呈し多くの北北東一南南西衝上断

層が発達する構造帯である.

竹嶺断層はこの構造帯を切る断層であって戦前の調査

によると左廻わりに約2km変位させている(第12図)

(立岩,1976)･竹嶺峠附近には数多くのコル(小丘)が

西北西一東南東方向に分布し横ずれ断層に特有の地形

を示している(第13図)｡現在は竹嶺断層の大部分は断

層破砕部を埋めて流れる河川堆積物に覆われており特

に丹陽附近?中古生界分布域では断層そのものを見る

ことはできないが峠に近づくと先カンブリア系分布域が

ありその附近で平行する副断層と思われるものが道路�
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第10図

法川禰山帯北部の地質構造(UMand

���丬���

上で観察できる･･ここでは花陶片麻岩が幅20～30mに

わたって破砕されておりその内部にはN70oW方向

で垂直の小剥離面が無数に発達している.この場所

では竹嶺断層はジュラ系大同属灘より以前の地層をす

べて変位させているが白亜系が分布していないので断

層活動時期はジュラ系以降としか判らない.しかし

この附近を調査してみると大宝運動期の北東一南西方

向の断層に切られている西北西一東南東断層もあり後

者がすでに大宝運動期に生成していると見ることができ

る･西北西一東南東断層に沿って大宝運動期に生じた

筈の右廻り変位は仏国寺変動時の左廻り運動によって

消されてしまったのであろう.

丹陽断層群より北東の大白山から東海岸に至る地域

の沃川榴曲帯においては禰曲構造が大白山の周辺を練

るように半円状に形成されている(第10図).丹陽以東

では大同層群までの地層が西北酉一東南東方向の大きな

1つの向斜構造を形成しているがこの向斜構造の内

部にも丹陽一施善街上と同じ性格の北北東一南南西断

層によって東南東方向に衝上するインブリケイト構造か

生まれており更に一部の向斜北翼では向斜軸に平行す

第11図

丹陽一施善街上断層･

下側ジュラ系大同層群

泥岩上倶1潮解層群石

灰岩一N30二E20.Wの

緩傾斜衝上断層(F｡)

が更にN30二E50.Wの

後期衝上断層(F毘)で

切られている｡

遣寧越附近.

地質ニニｰス366号�
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第12図竹蜜断層の左横すべり(立岩,1976)

る衝上断層によって南方に衝上する運動をしており全

体としてかなり複雑な地質構造を持っている.しか

しこの地域の平安層群は豊富た石炭層を含みコリア

半島で有数の石炭地帯となっているために非常に詳細

衣地質調査がされている.このインブリケイト運動に

よって作られた1部の凹みに白亜系が堆積している.

白亜系の層厚はほぼ数百米で薄い赤色頁岩を含む.大

部分が礫岩砂岩より在る凝灰質の陸成層であって先

白亜系カミ摺曲インブリケイト構造を呈しているのと対

照的にほとんど水平の構造を保っている.

三陸断層(第9図⑧)に沿った狭長な断層帯は本来大

宝運動による断層運動によって形成されたものである

か仏国寺変動に再び活動を行っている(第14図).現

在白亜系カミこの断層の西側に沿って分布しており白亜

系が直接断層と接する露頭は見出されていないが西側

の白亜系が三陸断層の活動によって落込んだと思われ

る.

1985年2月号

第14図は古生層(おそらく平安系)砂岩を切っている三

陸断層であり嶺東線大白駅北方500mの場所である.

ここではほぼN30.E60.W落ちの断層がありその上

に約20“落ちの断層条痕が観察される.ここで見る

第13図竹嶺峠における断層地形�
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第14図嶺東線太白駅附近より見る三陸断層谷

限り水平ずれの要素が大きい.断層線両側の白亜系

の分布西北酉一東南東向斜構造のずれが本断層の水平

ずれによるものとするとその変位は約1～2kmの右廻

りである.

このように沃川摺曲帯の地質構造を追跡すると目

立った地質構造要素の主要形成期は大宝運動の時期であ

りその時の応力系は北酉より加えられた圧縮応力であ

ったことが結論されるが沃川摺曲帯の東部すたわ

ち大白山一東海岸の地域が当時同じような応力下に

あったかについては同地域の複雑な地質構造のために速

断し難い面も残されている.これは上には述べたよ

うに摺曲帯の摺曲軸カミこの地域では東一西から西北西一

東南東に変化しており衝上断層もこの方向に発達して

いるからである.これについては本来沃川摺曲帯の一

般方向と同じ･く北東一南西方向であったものが仏国寺

変動時の北東一南西方向圧縮応力のために大白山附近が

隆起し現在のような位置に変ったという見方もある

(KANG,1981).しかし西北西一東南東の摺曲構造が大

宝運動時期にそのままの位置にありこれに対して北ある

いは北北東からの圧縮応力が働いたとも考えられる.

いずれにしてもこの時期は大陸側からの圧縮力が作用し

ていた時期と考えられる.

大宝花南岩の殆んどは沃川榴曲帯の周辺に同榴曲帯の

構造方向に平行して分布している.大宝花南岩の主な

活動は約100から50百万年の間であるがKIERの論文に

よれば3つの時相に分かれる｡前2者は大宝造山運動

と同時性のものであり第3の時相が造山運動以後であっ

て大規模なバソリス花開岩の貫入である.仏国寺変動

と同じく大宝運動においても北酉一南東の圧縮応力

下に鉛直応力の増大する時期がありこの時期が花闇岩

避入の時期である.

白亜紀末における仏国寺変動はコリア半島における最

後の地質変動である.第三紀においてもある程度の構造

運動があったに違いないがこの時期の舞台は専ら半島

の南部に移っている一

ここでコリア半島でこのような造構運動が行われてい

た頃の日本はどうだったかを見てみよう.

コリア半島における先白亜紀の基盤は先カンブリア系

古生代の朝鮮累層群平安累層群および中生代の大同

累層群より構成されるカミ朝鮮平安の両累層群は主に

沃川榴曲帯の狭長な所に堆積し大同累層群の分布も局

限されている.慶尚累層群の堆積した基盤は先カンブリ

ア系を主とする嶺南陸塊である･

これに対して日本の西南目本内帯において白亜系が堆

積するときの基盤の地質および地質構造を想定すること

は簡単ではないが白亜系の分布構造は内帯の三畳系

以前の地層の配列や地質構造に対して大きく斜交してい

たことが認められている.地理的にコリア半島にもっ

とも近い中国地方と北九州は構造地質学的に三都帯ある

いは山口帯もしくは中国帯と呼ばれ三郡変成岩類と古

生界･三畳系よりなる地域である.後者は石灰岩泥質

岩チャｰトなどよりなる地向斜堆積物で古生代層を主

体とするが最近の研究によれば上限の時代は三畳紀の

前期あるいは中期まで遡るようである.

西南目本内帯のジュラ系は全般的に陸成層であり山

口県西部や近畿中部地方北部に散在している.山口

県西部のジュラ系は内湾性堆積岩を主とする豊浦層群と

これを不整合におおう浅海性堆積岩の豊西層群である.

豊浦層群はジュラ紀前期から中期の地層であるが豊西

層群の時代はジュユ紀末から白亜紀初期にまで達してい

る.このような陸成堆積盆は部分的には三畳紀後期か

ら発達し始めたものでこの時代の堆積岩は山口県西部の

美祢層郡岡山県北部の成羽層灘として残っている.こ

れらは石炭層を含む砂岩礫岩頁岩層よりなる非海成

層である｡三畳紀後期からジュラ紀に至るこのような

陸成堆積盆の発達はコリア半島とよく似ている面が多

地質ニュｰス366号�
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第!5図韓国南方の新生代堆積盆地

〆

�

♂

レ､.

すでに見たようにコリア半島においては石炭紀から

二畳紀に移るころに陸化し造構運動のピｰクは大宝造

山運動による沃川禰山帯の形成でありその時期はジュ

ラ紀後半とされている.これに対して西南日本(内

帯)では二畳系はなお海成層であり三畳紀の後半にな

って一部の地域に陸成層が堆積するようになった.三

都帯舞鶴帯における海成の古生層および下部中生層の

構造方向は東西ないし東北東一西南西であり山口県

玖珂地域などでは北方より押上げる衝上覆瓦構造を形成

していることが報告されている(豊原,1976).西南日

本においても韓国において松林変動大宝運動がおこ

った時期とほぼ同じ三畳紀からジュラ紀に内帯の地向斜

堆積岩が衝上断層を伴う榴曲運動を行い隆起陸化を始

め幾つかの内陸盆地を形成したと見ることができる.

これらの造構運動は我国において言われている古生代末

から三畳紀･ジュラ紀にかけての秋吉(本州)造山お

よびジュラ紀から白亜紀にかけての佐川造山の中の一環

である.す柱わち韓国において沃川榴山帯が形成さ

れたジュラ紀後半ごろあるいはそれ以前に日本列島に

も榴曲山脈が形成されていた･コリア半島の応力方向

は沃川帯の榴出方向から北西一南東圧縮を考えたが西

南目本内帯に対しては東西ないし東北東一西南西の現在

の構造方向カ沖生代前半のこの時期にもそのままであっ

たとすれば北一南ないし北北西一南南東の圧縮応力が働

1985年2月号

いていたことになる.

5.コリア半島南方の堆積盆地と梁山断層

白亜紀以降の堆積盆はコリア半島南部から日本の中国

地方東部および北九州および両国間の海域を含む広い

地域に発達した､

西南日本の内帯では以上の地域を含み更に飛弾山地

たどに白亜系が散在しているがこれらは非海成層であ

りいくつかの不整合面や無堆積間隙を持っている.

福岡県および山口県に発達している関門層群は下位が砂

岩頁岩礫岩よりなる湖成層(脇野互層群)上位が礫

岩砂岩頁岩より放る淡水成層(下関互層群)より在

る.下関互層群は安山岩流紋岩などの火山岩類を多

く含んでいる.脇野互層群は時代的にジュラ紀末期か

ら白亜紀初期の豊西層鮮ジュラ系および古生層上に

不整合で直接重なっている.脇野下関両亜層群の境

は1部は整合であるが1部は不整合である一関門層群の

上にはこれを不整合に被って酸性火山岩を主とする周

南層群阿武層群などの地層カミ重なる.北九州および

中国地方の他地方における白亜系もその岩相が関門層灘

と類似している.関門層群の層序および岩相は慶尚層

群のそれとよく似ておりまた両者に産出する貝化石も

一致するものが多い.また周南阿武層灘は韓国の柳

川層群と対比され岩相が非常に類似する｡

このように韓国の白亜系と西南目本内帯の白亜系は非

常に類似する点が多くこの時期には西南日本は地質的

に大陸と連結していたと思わざるをえ狂い.白亜紀の

この堆積盆は一括して対馬堆積盆地と呼ばれている(井

上,1982など)が第三紀の対馬堆積盆地(第15図)と区

別するためにここでは慶尚･対馬堆積盆地と呼ぶ.

第三紀に入るとコリア半島側の資料は非常に少なく

なる.第三紀層堆積の中心は海域および日本である･

陸域の古第三紀層は対馬福岡佐賀長崎の各県下

天草甑島および山口県西部などに発達する.これ

らの地層は日本で有数の稼行炭層を含み一連の海湾一

河川堆積層と見傲されている.地層の走向はほぼ北東

一南西方向で上位の地層に移るにしたがって順次北ある

いは北西に移行する傾向がある･山口県西北部から北

九州佐世保炭目ヨ地域五島列島では古第三系の上に新

第三系が発達する.

一方海域には第三紀層が広く発達している･ここ

10余年の聞に海域の第三紀層に対しては石油探鉱のた

めに多くの調査カミ行われ地質的知識も多くなった.

その多くは企業秘密として外部に出ることはないが全

般的な資料は少しずつ学会誌などに公開されつつある.

また海底の浅層地質は地質調査所の海洋地質図として�
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第16図対馬海峡附近第三系対比図(井上,ユ982)

と対馬変動

第17図対馬海峡周辺の断層

Y:梁山断層群丁:対馬断層

U:蔚山断層K:花山洞断層
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発表されている.これらの資料を総合すると海域の

新第三系は以下のような分布地質構造としている(第

15図).五島列島の南延長は陸上の五島列島から南南酉

方向に伸びる海底隆起帯五島隆起帯を形成している.

ゴリア半島南部の嶺南陸塊も南酉の海域に伸びて済州島

の基盤を含み中国大陸の楊子江河口(舟山列島)におい

て中国大陸の福建地塊と連なる嶺南一福建隆起帯である.

両隆起帯の間は堆積層カミ厚く発達する東海(堆積)盆地

である.

対馬海峡では対馬の東西に厚い堆積層を持った対馬お

よび福江堆積盆地が発達する.南(197g)は対馬堆

積盆地の堆積層を下位よりXNKおよびD層灘に分

けている.X層群は古第三紀後期から中新世初期の地

層で陸成から浅海成の堆積物よりなり一部に石炭層も

含まれる.N層群はこれに対して深海成泥岩よりな

り一部にタｰビダイト堆積物および火砕岩を含んでい

る.地質時代は中新世初期から中期(BlowのN主

～10)である.K層灘堆積時には対馬堆積盆の南縁は

陸化しており堆積盆の南部では陸棚浅海性堆積物であ

るが北東方向に向って堆積面深度が増加し深海成堆積

物が見られるようになる･K層群の時代は中新世中期

の後半(B1owのN11～15)である･現在の対馬附近を

中心とする隆起はおそらくN層群の堆積末期からすで

に始まりこの頃には対馬堆積盆は古目本海の一部と

なっていたことが浮遊性有孔虫の変化によって窺われる

(南,1979).K層灘の堆積末期に造構運動があり北東

一南酉から東北東一西南西の榴曲構造が形成された.

これは東南方よりの圧縮運動により生じたものであり

一部には衝上断層が形成された.D層群はこのように

して榴曲したK層以下の地層を削剥した平担面に堆積し

た沿岸性堆積物で最下部は中新世後期である.これよ

り上位の鮮新世～現世の地層は全般に薄い浅海成の堆積

物である.K層群と同じように北東に向ってより深い

堆積環境に移り層厚も厚くなる.

対馬海峡周辺の第三紀層の対比は井上(1982)によれ

ば第16図のように要約される.

地質ニュｰス366号�
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第18図彦陽附近における梁山主断層(HOs亘INO,KANG,eta1.1984).

さてここで篤三紀にいたる地質構造の発展をみてみ

よう.今までみたようにジュラ紀まではコリア半島か

ら西南日本の地域を通じて北東一南西方向の構造要素が

多い.詳しく言えばコリア半島ではむしろ北北東一南

南西に近い方向でこれに対して現在の西南日本では東

北東一西南西である.一方白亜紀の終り頃からコリ

ア半島から九州にかけて南北性の構造要素が目立つよう

にたる.コリア半島南部の東海岸に沿った浦項から釜

山に至る一帯には梁山断層と呼ばれる断層が発達してい

る.従来梁山断層は慶尚堆積盆地の東縁部に発達す

る断層で仏国寺変動の時に活動した最も顕著な断層

として知られていた(例えばUMandREEDWAN,1975)

がこの断層は衛星映像ではコリア半島で最も目立った

構造要素であり対馬海峡海域における最近の石油探鉱

調査資料と照合すると南方海域にまで伸長し第三紀に

も活動した非常に大きな地質構造単元であることが判明

しつつある.

衛星映像による解析および地表ノレｰト調査を総合する

と陸上地域の梁山断層の実態は次のようにまとめられる

(第17図)｡

陸上の梁山断層(群)は平均N25Tの方向に発達する

数条の平行断層より成りその幅は約45kmである､

各断層はあるいはエシェロン状に断続しあるいは隣

接断層と交接したりするので平行断層の数を1義的に

決めるのは難しい.映像上では6ないし7本の断層を

かぞえることができる.主断層と思われるものはほ

ぼ中央に在って最も距離が長く発達している第17図で

Y一①と符号した断層である.Y一①は東海岸の盈徳か

1985年2月号

ら約15km北方の小邑城内洞に発し巡目湾奥の浦項市

の西方約10kmあたりを2条の断層に分かれて通過し

曽っての新羅の古都慶州市で再び1条の断層に戻りそ

れにより蔚山市の西約20kmに位置する彦湯釜山市の

北方約25kmに位置する梁山(Y.ngs.n)などの都市を

通過して慶尚盆地最大の河川である洛東江の河口に達

し海中に没する延長約170kmの大断層である.こ

れまで梁山断層と呼ばれていたものはY一①断層であ

る.以下Y一①断層を梁山主断層と書くことにする｡

梁山主断層をよく調べると慶州附近を境に2つの部

分に分けられる.洛東江河口から梁山彦陽を経て

慶州の南約15k㎜の治川里という村落附近まではN25.

Eの方向で断続なく直線状に発達するがその北方で

は雁行状となり方向もN5.Eに変わる.南部部分か

本来の断層の形跡を保持しているものと思われる･衛

星映像上で見ると多くの場所で梁山主断層は非常にみ

ごとた断層谷を形成している.断層谷の幅は数100か

ら1000mであるか彦陽や慶州附近では2000mに達する

ことがある.彦陽附近で主断層の地上調査を行った

KIERの報告によると主断層は2～3本の平行断層に

分かれ最大幅1000mの破砕帯を形成している(第!8図)｡

梁山断層群は白亜系慶尚層灘中を通過しており岩石

を著しく破砕させている.断層主部で特に破砕の激し

い部分は数10mでこの中の割れ目は傾斜はほぼ垂直

で断層粘土を挟み勇断性割れ目を伴う.断層面には

しばしば水平の滑りあとが見られる(星野村岡1982).

このような特徴は梁山断層(群)が横ずれ断層である

ことを示している.梁山断層群は地上部分では白亜系�
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断面(相場関谷1979;石

和田1981一部加筆原図

の沖縄堆積盆は一部省略)

および仏国寺花商岩を変位させているが直接に第三系に

接している所は発見されていない.浦項附近で梁山主

断層に近接して非常に軟質の礫岩砂岩泥岩よりなる

新第三紀層(巡目層群)が慶尚層群砂岩に断層にほぼ平

行した走向で不整合で重なっているのが観察される･

巡目層群の地質構造はほぼ水平の単純な構造で断層活動

の影響はうけていない.陸上部に関する限り梁山断

層群の主活動時期は仏国寺変動時であったと思われる.

梁山主断層は右横ずれであることが個々の断層でも観察

されているカミ白亜系の地層分布から右横ずれ変位はか

狂りの量になることカミ推定される.慶尚累層群最上部

の柳川(Yu･he㎝)層群および仏国寺花開岩は彦陽附近

でほぼ20km盈徳附近で同じくほぼ20kmの“変位"

をしている.

梁山主断層を中心とする梁山断層群は北北東一南南西

の方向を保持したまま南方海上に伸長して行くことが南

(1979)相場･関谷(1979)NAsH(1979)など石油会社

調査資料によって推定できる.これらの資料による

と梁山主断層は陸上部と同じ走向のまま対馬西方を通

り五島列島北酉方まで発達していると見られる(第17･

19図).五島列島西方で一度消滅するが五島列島南

西から再び五島隆起帯の西縁に沿って発達する.釜山

西南の巨済島には梁山断層群の②あるいは④の延長と

見られる北北東一南南西断層が見られる.主断層より

東側には陸上部の③および⑦に相当する諾平行断層カ浦

方に伸びる｡従来対馬構造線とか五島構造線とかの名

前で呼ばれ最近井上(1982)によって対馬一五島構造

線とまとめられたものはこれら梁山主断層東側の断層

群に相当すると思われる.

対馬の西海岸沖合にはほぼ南北に走る大きな断層(第

17図丁)カミ想定され対馬沖断層(富剛まか1975)など;と

呼ばれている.対馬沖断層は梁山断層群の1部と考え

る見方もあるカミ後述するように梁山主断層と横ずれ変

位が逆である.

海中部の梁山断層(群)は五島列島北西まででも約200

km五島隆起帯に沿う部分までを同断層群に入れると

数100kmにも及ぶ大断層であり陸上部と合計すると

総延長ほぼ1000kmに近い.･附近にこれに似た規模の

ものを求めるとすると日本の中央構造線に匹敵する･

対馬海峡および東シナ海(夷海盆地)に発達する梁山

断層の活動に関しては資料の全部カミ公開されていたいた

め不明確な部分もあるカ沖新世前･中期層を変位させて

いることは確実である.第19図Bは相場関谷(1979)

石和田(1981)による五島列島南方における地震断面で

ありYが梁山断層群に相当する･図のA面で示され

る不整合面カミあり梁山断層放との活動を含む大き荘地

質変動がこの時期に行われたことを示している.Aは

おそらく東シナ海全体に及んでいる広域不整合面で中新

世中･後期に出現した(石和目ヨ1981)ものである.C

は音響基盤で白亜系(および古第三系)に対比されている.

A面以上の地層は後期中新世(B1･wのN16以降)および

鮮新世を主とする･A面は第16図におけるKとD層群

間の不整合･変動に相当する可能性が強い･

対馬海峡周辺には対馬沖断層のほかに北九州の小倉一

田川断層などの南北方向断層および蔚山断層などの北

北西一南南東方向断層が発達する.対馬沖断層は対馬

層群の変形により左ずれが推定されるが南(1979)に

よる地震断面図によると同断層は対馬側が上昇する急傾

斜の衝上断層であり断層の1つ(T①)はD層群に被

覆されているが対馬に近い他の断層(T②)はその後

地質ニュｰス366号�
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も活動している(19図A).

陸上部の梁山主断層の北半分はすでに述べたように方

向が北に転じているカミこの原因として浦項の酉で梁山

主断層に合流する蔚山断層が関与していることが考えら

れる.蔚山断層も現在は東方部分が上昇した形であ

る.これらのことは南北一性断層に左ずれを起させあ

るいは東から西に衝上するような東南よりの営力カ沖新

世後期以降に対馬東方地域に起ったことを示している.

これはK層群堆積末期に北東一南西の榴曲構造した連動

と同じものである.

最后に梁山断層群の活動とその周辺の地質変動の地史

を整理してみよう.

梁山断層灘の発生あるいは最初の活動は白亜紀末か

ら古第三紀の初期である.これはコリア半島の陽北層

群延目層群の分布が梁山断層群の東側にしか分布して

いないこと同層群カミ梁山主断層の近傍にありながら

白亜系岩石中の断層露頭から想定されるような激烈な変

形をしてい狂いことから結論される.したカミってこの

活動時期は慶尚累層群の堆積および仏国寺花開岩の貫入

以後で陽北層群の堆積前であり韓国で言う仏国寺変動

の時期に相当する.この時期に北東一南西の圧縮カが

作用し梁山断層は右横ずれの連動を行った.最近

明らかにされつつある中央構造線の地史については市

川(1980)によれば白亜紀前期に第1期の活動(主として

左横ずれ)を行った中央構造線は白亜紀末から古第三紀

初期にかけて第2波の左横ずれ連動を行った.中央構

造線にこのような変位を起させる応力方向としては同様

に北東一南西の圧縮カが考えられる.同じ時期に同じ

程度の規模の構造線が非力方向を共有していることは

両者が同]の広域応力場で活動を行った共役の断層であ

った可能性を示唆しており興味深い.いずれにしても

白亜紀に共通の慶尚一対馬堆積盆を持ち連結していた

コリア半島と西南目本北西部は仏国寺変動による梁山断

層の活動によって断層群より東部が下降し且つ南方に

移動したために対馬附近から九州西域に広い沈降域を

生じそこに古第三紀の堆積盆が形成された.

新第三紀に入るとコリア半島南方域では海進が進行

し全般に海成層が堆積した.しかし中新世中期か

ら後期に移るにつれて浅海性堆積物が多くなった.こ

の間中新世前期および中期に部分的不整合があり(第

16図)]部では傾動連動が行われた.

梁山断層群東方の地域は中新世後半から隆起を始め

おそらく東南方よりの圧縮によって対馬沖断層などに沿

って左ずれの変位が行われまた東側が上昇する逆断層

連動も行われた･これらの連動は中新世中期から後期

にそのピｰクに達した.す放わちコリア半島南方域

1985年2月号

において新第三紀最大の変動は中新世中期から後期の

ある時期に行われた.この時期に対馬海峡および東シ

ナ海に起ったと思われる広域地殻変動をかりに勅馬変動

と呼ぶこととする.これを第16図の層序図にあてはめ

るとKD層群間の不整合に相当する.この間梁

山断層群より東の就雷盆地では大局的に島弧に平行する

北東一南西方向の榴曲が形成される一方西の福江盆地

東海盆地では断層群に平行する北北東一南南西の断層

地畳構造が形成されたという興味ある対立が見られる.

梁山断層灘の主部はこの時は水平ずれよりも垂直ずれ

カミ大きかったと思われる･以上の地質構造から見る

と対馬変動における東南方よりの圧縮は梁山断層灘の

東側目本海西部に強く働き西側ではむしろ伸張カガミ

作用している.

D層群(第16図)は一般に対馬変動前の地質構造を則

しほぼ水平に堆積している･しかし中新世後期に一

つの不整合が考えられている(ほぼ6･3百万年前南,1979)

ほかD層群申にいくつかの部分的不整合カミあるようで

ある･対馬の東方海域では陸上に見られる北北西一南

南東の断層は海底に現われていないようである.おそ

らくD層群に被覆されていると思われる.対馬および

五島列島の南方では北西一南東方向の断層ないし構造線

カミ井上(1982)などにより推定されている.

コリア半島および周辺においては第四紀に入ると大

きな造構連動は姿を消したように見られる.しかし械

晋嶺断層に沿う火山活動および済州浦項市周辺の玄武

岩活動など第四紀の火山活動カミ所々に見られるように

第四紀における断層連動がたおある地域で行われてい

る.玉生(1984)は済州島および慶尚盆地における地

熱活動から第四紀にコリア半島南部に東北東一西南西

あるいは東一西方向の圧縮力が働いていると考えてい

る.第19図Aでは梁山断層灘の一つと見られる断層

(Y③?)がD層群の最上部まで切っている様子が見られ

る.これは梁山断層灘の最も新しい時期の活動を示す

ものと考えられる.

いずれにしても梁山断層群は白亜紀以後のコリア半島

と日本列島との地質構造関係を決定する上で最も重要な

役割りを演じたと思われる･日本海の誕生あるいは大

陸からの日本列島の分離についていろいろな説カミ述べら

れているが梁山断層群の運動を上記のように考乏るこ

とが認められたとすると分離の時期は白亜紀後期から

古第三紀初めの仏国寺変動時が最も可能性が高い.中

新世はむしろ日本列島がコリア半島の方向に動き対馬

海峡に隆起連動が起った時期である.中新世の前期ご

ろすでに対馬附近の隆起によって日本海が閉塞された

であろうことが浮遊性有孔虫の突然の変化により示され�
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ている(南1979)･

仏国寺変動以後に日本列島がコリア半島より遠ざかる

ようた連動が起ったとすればその可能性があるのはむ

しろ更新世である.上記のような新期の東北東一西南

西あるいは東一西方向の圧縮力が対馬海峡附近に作用

したとすればこれは梁山断層群に再び右ずれの変位を

生ぜしめる営力となり得る.しかしコリア半島陸上

部においては更新世の断層運動を示す何等かの証拠はま

だ見出されておらずこの点に関しては今後も調査が必

要であろう.

6.まとめ

コリア半島における主要匁造構運動は次のようにまと

められる(第迅16図).

松林変動三畳紀主に北部に起った､

大宝造山運動ジュラ紀中期～白亜紀初期主に中

部に起った.大宝花開岩類の貫入カミあり沃

川榴曲帯が形成された.北西一南東の圧縮力

により北北酉一南南東および西北西一東南東

の断層が作られた.

仏国寺変動白亜紀末から第三紀初期主として南

部に起った.仏国寺花開岩類の貫入を伴っ

た1北東一南西の圧縮力による北北東一南南

西右横ずれおよび西北酉一東南東左横ずれ

の共役断層の形成.とくに東南部における北

北東一南南西性断層である梁山断層(群)の最

初の活動があった.

対馬変動中新世中期から後期コリア半島南方域

に起った.梁山断層群東側(日本海西部)にお

ける南東一北西の圧縮力による榴曲と隆起.

コリア半島東南の梁山断層群は対馬海峡を通りおそ

らく五島列島南方にまで延びる非常に大きな構造線であ

り仏国寺変動時に東側が南に動くかなり大きな変位を

したと思われる.日本海と東シナ海では第三紀層の地

質構造に対照的な相違が見られるがこの変化は梁山断

層群を境界として形成されている･
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